
こども議会開催！

むらの人口 （平成 24年 1月 1日現在）　（　）は前月比
 総数：9,319 人（－ 13）    男 : 4,555 人（－ 11）  女 : 4,764 人（－ 2）
 世帯数 : 3,273 世帯（－ 3）
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こども議会
（12 月 5日）

　村で初の取り組みとなる中学 3年生によ
る「こども議会」が開催されました。中学
生ならではの質問が投げかけられました。

今月の表紙

Q&A役場でよくあるご質問

※注意：「印鑑登録証」をご持参でないと、たとえご本人の確

認ができても印鑑登録証明書の発行は、行えませんのでお

気を付けください。

▲住民基本台帳
カード

（印鑑登録証兼）

▲印鑑登録証

　
中
学
３
年
生
１
０
８
人
が
役
場
の
議
場
を
訪
れ
、
村

で
初
め
て
と
な
る
「
宮
田
こ
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
代
表
の
生
徒
9
人
が
議
員
と
な
り
、「
高
齢

者
福
祉
に
つ
い
て
」「
環
境
対
策
に
つ
い
て
」「
地
元
食

材
を
使
っ
た
特
産
品
づ
く
り
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
の

提
言
や
質
問
の
後
、
村
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

　
学
校
行
事
で
経
験
し
た
事
や
日
頃
の
活
動
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
素
直
な
質
問
や
提
案
は
、
村
の
将
来
を
見
据

え
た
す
ば
ら
し
い
内
容
で
し
た
。

　
よ
り
良
い
む
ら
づ
く
り
の
た
め
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

で
き
る
事
か
ら
は
じ
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

将来を担う子供たちが
村に提言

▲村に対して提言や質問をする生徒たち

▲村長の答弁に耳を傾ける

宮田村こども議会（12 月 5 日）

Vol 001

Q 印鑑登録証明書がほしいのですが・・・

A まずは、印鑑の登録をされたことが
あるかご確認ください。印鑑登録は、

住民登録されている市町村で行いま

す。印鑑の登録をされたことがある

方は、村から「印鑑登録証」（※緑色

のラミネートカードもしくは住民基

本台帳カード ）が交付されています。

印鑑登録証明書を取得する際は、「印

鑑登録証」を必ずご持参ください。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
慨

や
抱
負
を
胸
に
、
新
た
な
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

つ
き
る
と
言
え
ま
す
。
い
ま
だ
に
避
難
生

活
を
し
て
い
る
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
一
刻
も
早
い
被
災
地
の
復

興
を
せ
つ
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
一
方
、
世
界
で
は
タ
イ
の
大
洪
水
な
ど

自
然
災
害
や
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
破
た
ん
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
政
治
・
経
済
は
混
と
ん

と
し
て
お
り
、
先
行
き
の
見
通
し
が
た
た

な
い
情
勢
で
あ
り
ま
す
。
我
が
国
に
お
い

て
も
震
災
復
興
や
経
済
の
再
生
に
向
け
た

諸
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
一
刻
も
早
い
回
復
を
望
み
た
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
地
方
自
治
体
も
、
長
引
く
景
気

の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
、
今
ま
さ
に

ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
環

境
を
乗
り
越
え
、
心
の
豊
か
さ
と
日
々
の

暮
ら
し
に
喜
び
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
、
村
民
の
皆
様
と
協

働
し
な
が
ら
、
自
治
力
を
さ
ら
に
高
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
、
昨
年
の

｢

兎｣

か
ら

一
転
し
て

｢

辰｣

で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
、

震
災
復
興
事
業
も
本
格
的
に
始
ま
り
復
興

予
算
も
使
わ
れ
、
景
気
の
回
復
も
期
待
で

き
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

今
の
閉
塞
感
を
打
破
す
べ
く
、
天
に
も
昇

る
龍
の
よ
う
に
景
気
が
上
昇
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
今
、
私
た
ち
は
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
子
供
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

子
育
て
支
援
の
充
実
や
、
高
齢
者
の
方
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
は
、
誰

も
が
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
我
々
村

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
時
代
を
見
据

え
た
情
勢
分
析
に
力
点
を
置
き
な
が
ら
、

村
民
の
皆
さ
ま
の
求
め
る
効
率
の
よ
い
行

政
を
念
頭
に
、
村
執
行
部
と
互
い
に
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
、
村
民
参
加
の
村
政

運
営
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

多
難
な
財
政
状
況
と
依
然
と
し
て
厳
し
い

生
活
環
境
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
、
輝
か

し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
は
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る

と
共
に
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
、

村
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
引
き
続

き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
同
時
不
況
後
回
復
し
つ
つ
あ
る
と

い
わ
れ
た
村
内
経
済
で
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
に
続
き
欧
州
の
経
済
危
機
、円
高
、

タ
イ
の
洪
水
の
影
響
を
受
け
て
、
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
村
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
黒
川
で
岩
盤

崩
落
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
ま
た
、
台

風
で
果
樹
等
に
若
干
の
影
響
が
出
ま
し
た

が
、
農
作
物
は
例
年
並
み
の
実
り
の
秋
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
9
月
に
は
、
村
と
し
て
初
め
て
直

下
型
大
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実

施
し
、
10
月
に
は
4
年
ぶ
り
に
村
民
運
動

会
を
和
や
か
か
つ
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
そ
の
反
省
事
項

を
活
か
し
、地
域
の
『
絆

き
ず
な

』
を
強
め
安
全
・

安
心
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
育
園
建
設
に
付
き
ま
し
て

は
、
東
保
育
園
に
未
満
児
棟
を
併
設
、
西

保
育
園
も
一
部
増
改
築
と
、
4
月
か
ら
の

新
し
い
保
育
体
制
に
向
け
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
新
た
な
第
5
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
て
1
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。「
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
創
造
の
み

や
だ
」
の
実
現
に
向
け
、
住
民
に
よ
る
参

画
と
協
働
の
む
ら
づ
く
り
を
基
本
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
24
年
度
の
予
算
編
成
の
重
点
は
、
第
1

に
安
全
・
安
心
・
快
適
・
調
和
の
実
現
、

第
2
に
協
働
の
力
で
地
域
資
源
の
活
用
に

よ
る
産
業
の
活
性
化
、
第
3
に
子
ど
も
が

輝
く
子
育
て
支
援
、
人
が
集
い
支
え
る
福

祉
と
健
康
長
寿
の
実
現
、
第
4
に
環
境
経

営
を
目
指
す
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進
と

し
、
元
気
な
む
ら
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
協
働

の
む
ら
づ
く
り
に
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

宮田村長

清水　靖夫

村議会議長

松田　英俊

年
頭
の
ご
挨
拶

謹
賀
新
年
　
平
成
24
年
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宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎ 85-2314

老人福祉センター
☎85-4128

宮田村公式ホームページ
http://www.vill.miyada.nagano.jp

1/13 ～ 情報発信 ! チャンネルみやだ

1/20 ～ 商工会だより

1/27 ～ TV こまうすゆきそう 1ch

2/ 3 ～ 消防団

2/10 ～ 情報発信 ! チャンネルみやだ

ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30 8:30 12:30

　　　　　 19:00 21:00 23:00

よろこび

ダマスセノ　女
じょはな

華ちゃん つつじが丘

アンデルソン・肇美さん

小松　美
み ち か

千花ちゃん 町三

浩二・郁美さん

加藤　理
り さ

紗ちゃん 南割

昌己・真理子さん

倉澤　明
あ い

惟ちゃん 町三

敏一・百合野さん

松澤　美
みしも

霜ちゃん 町一

政弥・良子さん

原田　莉
り さ

彩ちゃん 町一

浩二・凛さん

髙坂　陽
はる

くん 町二

悠哉・知世さん

大嶋　美
みそら

空ちゃん 町三

克典・智美さん

かなしみ

春日　千秋さん 72 歳

南割　誠司さん・父

浦野　昭春さん 83 歳

町一　淳一さん・父

小田切　み津子さん 83 歳

大久保　忠人さん・母

小田切　武雄さん 69 歳

町三　誠さん・父

神山　正明さん 69 歳

大田切　政文さん・父

小田切　チハルさん 93 歳

町三　良文さん・母

1JANUARY
 睦 月

今月の納税 など
国民健康保険税 第 8期
村県民税 第 4期
後期高齢者医療保険料 第 7 期
　      納期限・振替日 1/31（火）

水道料・下水道使用料
今月は… 町 3，北割，南割
 新田，大原

相談日
■心配ごと・行政相談
1/22（日）・2/19（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
1/25（水）2/8（水）
午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

伊那中央病院小児夜間救急
診療の休日休診のお知らせ

　毎日19時から21時まで行っ

ている小児夜間救急診療は、小

児科医が減員となるため、平成

23 年 12 月 30 日（金）から平

成 24 年 3 月 31 日（土）まで

の休日（土曜・日曜・祭日・当

院の休診日）の診療をお休みさ

せていただきます。

　なお、症状の重いお子さんの

救急診療は、従来どおり地域救

急医療センターにて行います。

問伊那中央病院
 ☎ 72-3121

1 月 26 日は
　　「文化財防火デー」

　昭和 24 年 1 月 26 日に日本

最古の壁画が描かれた奈良県法

隆寺金堂が焼損した日であるこ

と等から、文化財防火デーが定

められました。文化財は古い木

造建築物が多いため、周囲での

火の取り扱いには充分注意し、

文化財を火災や震災、その他災

害から守りましょう。

問伊南行政組合 消防本部
 ☎ 81-0119

「消火栓」「防火水槽」
　周辺の雪かきについて

　これからの季節、降雪により

消火栓や防火水槽が雪に埋もれ

てしまうことがあります。

　消火栓や防火水槽は火災発生

時、消火に必要な水を消防隊に

供給する大切な施設です。有事

の際に使用できるように、降雪

時には雪かきなどのご協力をお

願いします。

　また、消火栓や防火水槽の周

辺は道路交通法により駐車禁止

になっています。消火活動の妨

げにならないように、ご理解と

ご協力をお願いします。

問伊南行政組合 消防本部
 ☎ 81-0119

みつばちの飼育には
　　　届出が必要です

　養蜂業者は、養ほう振興法に

より毎年届出が義務付けられて

います。また、趣味的に飼育し

ている方も村へ届出をお願いし

ます。

問産業課 農政係
 ☎ 85-5864
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悪質な投資勧誘に
　　　ご注意ください

　悪質な業者による未公開株な

どの投資勧誘の被害が増加して

います。不審な投資勧誘を受け

た場合には、すぐ財務局相談窓

口へご相談ください。

■受付　平日9～12時

　　　　　　13～17時

問財務省関東財務局
　証券監督第１課　相談窓口

 ☎ 048-613-3952

国民年金の納付は
 便利でお得な口座振替で！

　保険料の納付方法は、現金納

付と口座振替納付、クレジット

カード納付の 3通りあります。

　なかでも、口座振替がだんぜ

んお得で便利です。一度手続き

するだけで口座から自動的に保

険料を納めることができますの

で、納め忘れの心配もなく納め

に行く手間も省けて便利です。

■早割でお得に！

　『早割』は口座振替のみの制

度で、毎月の保険料を当月末日

に引き落とす（通常は当月保険

料を翌月末日納付）もので、月

50円割引されます。

■前納でさらにお得に！

　１年度分をまとめて納める

『１年前納』や、半年分（4 ～

9 月分・10 ～翌年 3 月分）を

納める『6ヶ月前納』もありま

す。現金で月々保険料を納付し

た場合に比べ、1年前納で3,780

円、6ヶ月前納で半年 1,020 円

の割引になります（H23 年度

保険料対比）。

■納付方法変更の手続き

くらしの情報 INFORMATION

平成 24 年の
 区長さんを紹介します

　今年１年間、村政にご協力い

ただく区長さんを紹介します。

町１区 原　　一詔 さん

町２区 中原　憲視 さん

町３区 北澤東八郎 さん

北割区 有賀　清人 さん

南割区 加藤　隆司 さん

新田区 小林　通泰 さん

大田切区 新谷　好弘 さん

大久保区 小田切康彦 さん

中越区 酒井　重彦 さん

つつじが丘区 平沢健太郎 さん

大原区 中島　武男 さん

よろしくお願いします。

問総務課 総務係
 ☎ 85-3181

　納付方法の変更には手続きが

必要です。来年度分（4月）か

らの変更を希望される方は、2

月 10 日までに役場窓口に書類

を提出していただかなければな

りませんので、お早めにご連絡

下さい。

問住民課 住民係
 ☎ 85-3183

ネットカウンセリングのご案内

　「働くってどういうことかわ

からない」「社会に出て行くこ

とが怖い」「周りの期待にこた

えられない」等なかなか家から

出られない方、時間がない方の

ために、ネット相談を行ってい

ます。働くこと、就活に関する

悩みごとをジョブカフェ信州

ホームページのメール相談窓口

へ、メールでご相談ください。

※平成24年3月末日まで毎日、

24 時間受付。対象は概ね 30 代

までの若年者となります。

（ 厚生労働省長野労働局

 平成 23 年度若年者連携事業）

問若年者地域連携事業推進センター
 ☎ 0263-27-5010

都市計画変更案の縦覧

　長野県が定める「駒ヶ根都市

計画区域（駒ヶ根市・宮田村）

の整備、開発及び保全の方針」

（都市計画区域マスタープラン）

の変更案について縦覧し、意見

書の提出を受け付けます。

【変更案の縦覧】

■期間　1月 10 日（火）

　　　　　～ 24日（火）

■時間　午前 8時 30 分

～午後5時15分（土・日曜日を除く）

■縦覧場所　宮田村役場建設

課、県庁都市計画課（長野市）、

伊那建設事務所整備課（伊那合

同庁舎４階）

■意見の提出　縦覧場所に用意

してあります用紙に必要事項を

記入の上、縦覧期間中に持参ま

たは郵送にて提出して下さい。

問建設課 建設係 ☎ 85-5863

　伊那建設事務所整備課

 ☎ 76-6848

NHK データ放送について

　行政からの情報源として新た

にNHK長野放送局地上デジタ

ルデータ放送が加わりました。

利用方法は以下のとおりです。

① テレビをつけて「NHK 総合」

を選択します。

② リモコンのd ボタン（下写真）
を押すと、データを取得し

た後、画面が変わります。

③ リモコンの選択ボタンで『あ

なたのまちから』を選ぶと

情報を閲覧できます。

　更新は月 2回程度を目安に、

村のイベント情報やお知らせ、

募集等の情報を掲載します。休

日当番医や避難場所、天気予報

等の閲覧もできますのでご活用

ください。

問総務課 企画情報係
 ☎ 85-3181
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 高齢者の教室　　　  会場：老人福祉センター

 介護者の会

  家族介護者リフレッシュの会　　会場：老人福祉センター

　　2月  1 日（水）10:00 ～

　　　※フレッシュ体操で心身の疲れを開放し癒しましょう！

☎85-2922
な ご み 家

な
ご
み
家
だ
よ
り

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

開館 月～土曜
午前9時～
午後５時

  認知症介護者語らいの会

　　2 月  2 日（木）9:30 ～

   ※認知症の介護のことを語りましょう！ぜひご参加を !

●
お
知
ら
せ
●

　
マ
マ
サ
ロ
ン
と
ま
ゆ
玉
作
り

日
時
　
1
月
16
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら

　
小
正
月
の
行
事
を
楽
し
み
ま
す
。

　
手
芸
の
日

日
時
　
1
月
18
日
（
水
）

　
　
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

　
背
中
が
ぽ
か
ぽ
か
温
か
い
「
ね
こ
」

を
作
り
ま
す
。

　
あ
み
あ
み
雛
作
り

日
時
　
1
月
18
日
（
水
）

　
　
　
午
後
1
時
か
ら

　
毛
糸
で
か
わ
い
い
お

雛
様
を
編
み
ま
す
。
見

本
は
な
ご
み
家
に
あ
る

の
で
見
に
き
て
下
さ
い
。

　
童
謡
の
会

日
時

　
1
月
25
日
（
水
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
大
き
な
声
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

　
短
歌
「
あ
さ
が
お
の
会
」

日
時
　
1
月
30
日
（
月
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分

　
奇
数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い

時
間
で
す
。

　
長
〜
い
巻
き
寿
し
作
り

日
時
　
2
月
2
日
（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら

　
昨
年
は
、
17
メ
ー
ト
ル
70
セ
ン
チ
の

巻
き
寿
し
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
は
さ

て
何
メ
ー
ト
ル
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
陶
芸
の
日

日
時
　
2
月
10
日
（
金
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
湯
の
み
や
お
皿
な
ど
自
分
で
す
き
な

も
の
を
作
り
ま
す
。

康
福 祉
健

福祉課 福祉係 /保健予防係

美
味
し
い
お
餅
で
し
た

　
12
月
22
日
お

餅
つ
き
を
行
い

ま
し
た
。
当
日

は
、
雨
や
雪
が

心
配
で
し
た

が
、
曇
り
空
な

が
ら
穏
や
か
な

天
気
の
中
で
お

餅
つ
き
が
出
来

ま
し
た
。
参
加
者
は
50
名
。
皆
で
掛

け
声
を
か
け
、
交
代
し
な
が
ら
つ
き

ま
し
た
。
お
供
え
を
作
り
、
あ
ん
こ

や
き
な
粉
、
ゴ
マ
、
磯
辺
、
か
ら
み

も
ち
に
し
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も

さ
ん
も
き
な
粉
や

ご
ま
を
つ
け
る
お

手
伝
い
が
出
来
ま

し
た
。
や
は
り
う

す
で
つ
く
お
餅
は

美
味
し
い
と
い
う

皆
さ
ん
の
感
想
で

し
た
。

 高齢者閉じこもり予防教室
  1 月 25 日 （水）  9:30 ～
  2 月  8 日 （水）  9:30 ～
  2 月 15 日 （水）  9:30 ～

 高齢者元気サロン
  1 月 31 日 （火）  9:30 ～
  2 月  7 日 （火）  9:30 ～
  2 月 14 日 （火）  9:30 ～

 高齢者転倒予防教室
  1 月 20 日 （金）  9:30 ～
  2 月  3 日 （金）  9:30 ～

 高齢者権利擁護相談
  2 月 21 日 （火） 15:00 ～
 ※ 1週間前までに要予約
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緊急当番医    
宮＝宮田村　駒＝駒ヶ根市

保健ごよみ  1/16 ～ 2/15

広報 MIYADA7

Health ＆Welfare

■母と子　健診・相談など
4 ヶ月児健診 午後 12:20

　　1/26（木） 対象：H23 年 9 月生まれ

　　2/ 2（木） 対象：H23 年 10 月生まれ

10 ヶ月児健診 午後 12:30

　　1/26（木） 対象：H23 年 3 月生まれ

　　2/ 2（木） 対象：H23 年 4 月生まれ

1歳半児健診 午後 1:30

　　1/26（木） 対象：H22 年 7 月生まれ

　　2/ 2（木） 対象：H22 年 8 月生まれ

2歳児健診 午後 12:30

　　1/27（金） 対象：H21 年 10 ～ 12 月生まれ

7 ヵ月育児相談 午後 1:15

　　1/18（水） 対象：H23 年 6 月生まれ

　　2/15（水） 対象：H23 年 7 月生まれ

ママの部屋・子育て相談・離乳食相談

　　1/26（木） ※母乳相談なし

　　2/9（木） ※離乳食相談なし　午前 9:00

対象：どなたでも（子育て相談は要予約）

うぶごえ講座 午前 9:30

　　1/19（木）・2/13（月）

■予防接種
日本脳炎 午後 12:20

　　1/17（火）2/8（水） 対象：該当児

三種混合 午後 12:30

　　2/14（火） 対象：該当児

BCG 午後 1:00

　　2/14（火） 対象：該当児

■成人　健診・相談など
健康相談日 1/26・2/9（木） 午前 9:00

※会場はすべて老人福祉センターです。

1/15

1/22

1/29

2/5

2/11

2/12

斉藤診療所（内・外）　宮：85-4817

神戸医院（内・小）　　駒：82-3522

座光寺内科医院（内・小）駒：83-3222

東伊那すこやかクリニック（内・小）駒：83-4024

花の道クリニック（内・胃）駒：81-8171

須田医院（内）　　　　駒：81-5050

飲
酒
習
慣

 

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
！

お
酒
は
体
を
麻
痺
さ
せ
る
ク
ス
リ

　
お
酒
を
飲
む
と
、
な
ぜ
気
分
が
良
く
な
っ

た
り
、
フ
ラ
フ
ラ
し
た
り
す
る
の
で
し
ょ

う
？
お
酒
の
中
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
の

大
部
分
は
、
胃
や
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
て
血
液

に
よ
っ
て
全
身
を
め
ぐ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
に
は
神
経
を
麻
痺
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
の

で
、
脳
に
作
用
し
て
、
い
い
気
分
に
な
っ
た

り
、
注
意
力
が
散
漫
に
な
っ
た
り
、
感
情
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
ま
わ
る
と
、
記

憶
を
な
く
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
呼
吸

中
枢
が
麻
痺
し
て
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

や
っ
ぱ
り
お
酒
が
や
め
ら
れ
な
い
あ
な
た
へ

 

〜
私
が
お
酒
を
飲
む
ワ
ケ
〜

① 

お
い
し
い
か
ら
飲
む

　
お
酒
が
お
い
し
い
、
飲
む
の
が
楽
し
い
と

い
う
の
が
飲
酒
の
一
番
の
理
由
で
し
ょ
う
。

度
を
超
さ
な
い
、
適
度
な
飲
み
方
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
←
そ
ん
な
場
合
は
…

・ 

ど
の
程
度
飲
む
と
、
ど
の
く
ら
い
酔
う

の
か
把
握
す
る

・ 

１
日
に
飲
む
量
を
前
も
っ
て
決
め
る

・ 

自
宅
に
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
常
備
せ
ず
、

そ
の
つ
ど
飲
む
分
だ
け
買
う

② 
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に
飲
む

　
お
酒
を
飲
む
と
嫌
な
こ
と
も
忘
れ
、
気
分

が
い
い
も
の
。
で
も
、
飲
酒
で
ス
ト
レ
ス
を

解
消
す
る
の
は
健
康
上
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
←
そ
ん
な
場
合
は
…

・ 

飲
酒
以
外
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ

け
る

・ 

酒
場
が
あ
ま
り
な
い
と
こ
ろ
を
通
勤
路

に
選
ぶ

③ 

お
つ
き
あ
い
で
飲
む

　
仕
事
上
の
つ
き
あ
い
な
ど
で
、
飲
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
も
の
。
そ
ん
な

と
き
は
、
上
手
に
誘
い
を
か
わ
す
方
法
を
見

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
←
そ
ん
な
場
合
は
…

・ 

お
酒
を
つ
が
れ
な
い
よ
う
、
グ
ラ
ス
を

空
に
し
な
い

・ 

車
の
運
転
が
あ
る
な
ど
、
誘
い
を
断
る

口
実
を
つ
く
る

④ 

飲
ま
な
い
と
落
ち
着
か
な
い

　
飲
ま
ず
に
は
食
事
が
で
き
な
い
、
飲
ま
な

い
と
イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ
る
な
ど
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
の
傾
向
あ
り
。
適
切
な
対
処
が

必
要
で
す
。

　
　
　
←
そ
ん
な
場
合
は
…

・ 

周
囲
の
協
力
を
得
て
、
減
酒
や
禁
酒
の

環
境
を
つ
く
る

・ 

健
診
な
ど
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
状

態
を
把
握
す
る

　
お
酒
が
心
身
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
分

か
っ
て
い
る
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
飲
み
た
い
、

飲
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。〝
沈
黙
の
臓
器
〞
と
呼
ば
れ

る
肝
臓
は
、
か
な
り
病
状
が
悪
化
す
る
ま
で

自
覚
症
状
が
出
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、

健
康
診
断
は
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
。
少
し
で

も
異
常
値
が
出
た
場
合
は
、
精
密
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
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むらの話題と出来事
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全
　　　　　　　町イチ！村イチ！ 2011　  12 月 3 日

国の町村が集結！宮田村も参加

話
　　　　　北原さん 日本一のカボチャで入浴　12 月 10 日

題のカボチャ、お風呂に大変身！
　広報みやだ 10 月号で紹介した、あの日本一重いカボチャ。栽培者の
北原三次さん（町一）は、カボチャの中身をくり抜いてお湯を溜め、な
んとお風呂にしていました！カボチャといえば、冬至にカボチャを食べ
ゆず湯に入る風習はよく耳にしますが、2011 年の宮田は「カボチャ風
呂」。これで 2012 年も健康に過ごせそうですね。

青
　　　　歳末慈善パーティー売上金を寄付　　12 月 6 日

年部の力を元気なむらづくりに
　12月 3日行われた商工会青年部『第 46回歳末慈善パーティー』の
売上金が村に寄付されました。今年は初めて宮田観光ホテルを会場に
利用し、場の雰囲気も良く去年より多く売り上げたとのことです。ま
た商工会青年部では 10 月 31 日に、慈善パーティーや商工祭、夏の
夜店の売上金を使って、宮城県多賀城市へ暖房機器 24 台を寄付しま
した。 左から清水部長、三浦副部長、春日実行委員長

▲

　今年初めて実施された全国町村会主催のイベント「町イチ！村イチ！

2011」に宮田村も参加しました。全国の町村が自慢の物産やご当地グル

メなど“イチ押しのお宝”を携えて東京の国際フォーラムに集結しました。

宮田村では、りんごや地ビールをはじめ、

多くの物産を販売しました。この日は今流

行りの「ゆるキャラ」が全国から 50 体集

まりました（右写真）。上伊那からも 2体

登場し、会場を盛り上げました。

紫
　　　　　　　ワイン祭り 2011 開催　　12 月 11 日

輝 2011 美味しく仕上がりました
　信州みやだワイン『紫輝 2011』がこの日に解禁しました。会場の体
育センターは 300 人を超える人で賑わい、テイスティングをしていま
した。皆さんはもう味わいましたか？
 ※詳しい内容は 16ページ「ワインカレンダー」にて

ここが宮田ブース
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子
　　　　自作の紙芝居で優秀賞受賞　12 月 17 日

どもたちの未来に緑を！
　森をテーマにした紙芝居と歌詞のコンテスト「第 5回森カップ・緑の
文化祭」で、平松順子さん（大原）が優秀賞を受賞しました。平松さんは
昨年に続き紙芝居「森のなかまたち」のシリーズ第 2弾で受賞。「今年は『緑
の絆』をテーマに書きました。紙芝居のボランティア活動を通じて、子ど
もたちの未来に緑を残してあげたいです。」と平松さん。宮田の子どもた
ちに気持ちが伝わって欲しいですね。

年
　　　　　消防団年末夜警　12 月 25 日～ 31 日

末年始の安全のために…
　夜を徹して自分たちの暮らす地域を見回る消防団の年末夜
警。迎える新しい年が明るい年になることを願って、寒風のな
か 1週間活動を続けます。（町部は 1月末まで）

村
　　　　　　昭和 32 年中学校卒業生 寄付　12 月 14 日

への貢献になれば嬉しい
　古稀同年会にて 70 歳まで元気で集まって宮田村のために役立ち
たいという想いから、寄付金を考えたとのことです。目的は村への
貢献。村として想いが伝わるように活用したいと考えます。

TOPICS  むらの話題と出来事
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Interview
宮田中学校 3年

 太田　智也 さん

き
っ
か
け
で
す
。今
の
季
節
は
週
2
日
で
す
が
、

夏
は
毎
日
2
時
間
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
得
意
な
プ
レ
ー
は
ボ
レ
ー
で
す
。
ボ
レ
ー
で

自
分
よ
り
体
の
大
き
な
相
手
を
倒
し
た
時
は
気

持
ち
い
い
で
す
よ
。
反
対
に
自
分
が
思
っ
た
プ

レ
ー
が
出
来
な
か
っ
た
試
合
の
時
は
、
本
当
に

悔
し
い
で
す
。
試
合
に
出
る
以
上
、
た
と
え
負

け
た
と
し
て
も
自
分
の
す
べ
て
の
力
を
出
し
切

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
練
習
は
大
変
で
す
が
、
テ
ニ
ス
の
お
か
げ
で

海
外
へ
行
く
と
い
う
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
長
野
県
の
小
・
中
学
生
大
会
と
も
に
優
勝

し
た
の
で
、
高
校
総
体
も
優
勝
し
て
、
全
国
大

会
に
行
く
の
が
当
面
の
目
標
で
す
。

　
２
０
１
２
年
の
ジ
ュ
ニ
ア
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
と
ジ
ュ
ニ
ア

フ
ェ
ド
カ
ッ
プ
代
表
選
手
選
考
会
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
、U
‐
15
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会（
第

30
回
中
牟
田
杯
）
が
、
11
月
2
日
か
ら
6
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
北
信
越
代
表
と
し
て
出
場
し
た

宮
田
中
学
校
3
年
生
の
太
田
智
也
さ
ん
（
中
越
）
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
を
始
め
た
の
は
小
学
校
1
年
の
時
で
、
兄
に
つ

い
て
駒
ヶ
根
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
練
習
に
行
っ
た
の
が

「あこがれの選手は、日

本人でも世界と戦えると

ころを見せてくれる錦織

圭選手です」

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

 

選
手
権
大
会
出
場
！
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補
正
後
の
額 

42
億
６
１
１
８
万
２
千
円

 

主
な
内
容

　
国
県
補
助
金
等
が
前
倒
し
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
村
道
17
号
線
道
路
改
良
事

業
の
増
額
と
、
小
学
校
東
ト
イ
レ
改
修
工

事
の
追
加
、緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
追
加
、

西
保
育
園
増
改
築
工
事
の
前
倒
し
実
施
、

補
助
率
等
の
見
直
し
に
よ
る
財
源
組
み
換

え
に
つ
い
て
の
補
正
で
す
。

平
成
23
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計 
（
第
２
号
）

 

補
正
額 

１
６
３
３
万
円

 

補
正
後
の
額 

７
億
９
０
０
４
万
５
千
円

 

主
な
内
容

　
保
険
給
付
費
の
一
般
被
保
険
者
の
療
養

給
付
費
・
高
額
療
養
費
を
増
額
。
ま
た
、

退
職
被
保
険
者
の
療
養
給
付
費
・
高
額
療

養
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

平
成
23
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計

 

（
第
２
号
）

 

補
正
額 

△
１
０
２
５
万
５
千
円

条
例
改
正
・
補
正
予
算
な
ど

9
議
案
を
可
決
・
認
定

12月定例会
平成 23年 第 4回議会

 

補
正
後
の
額 

６
億
５
６
３
２
万
円

 

主
な
内
容

　
歳
入
で
、
平
成
23
年
度
介
護
保
険
料
賦

課
決
定
に
伴
う
、
介
護
保
険
料
収
入
見

込
み
に
よ
り
１
０
３
０
万
円
を
減
額
し
、

介
護
保
険
支
払
い
準
備
基
金
の
利
息
分

４
万
５
千
円
を
増
額
計
上
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
宮
田
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計 

（
第
２
号
）

 

補
正
額 

７
０
万
円

 

補
正
後
の
額 

７
５
８
６
万
６
千
円

 

主
な
内
容

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
の

確
定
に
伴
う
も
の
で
す
。

平
成
23
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計

 

（
第
１
号
）

 
補
正
額 

３
９
万
円

 

主
な
内
容

　
資
本
的
収
入
及
び
支
出
で
、
個
人
住
宅

の
下
水
道
つ
な
ぎ
こ
み
に
伴
い
本
管
布
設

工
事
が
発
生
し
た
た
め
、
工
事
負
担
金
を

　平成 23 年第 4回議会定
例会は、12 月 7日から 15
日までの9日間の会期で開
催され条例の改正案、補正
予算案、意見書など 9 議
案が提案され、いずれも原
案どおり可決されました。
　提案された議案の内容は
次のとおりです。

　
　
条
例
・
規
約

宮
田
村
営
駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
駐
車
場
の
有
効
利
用
と
周
辺
住
民
か
ら

の
要
望
等
併
せ
て
、
新
た
に
宮
田
村
駒
ヶ

原
駐
車
場
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
報
告

専
決
処
分
の
報
告

　
公
有
地
内
の
管
理
に
係
る
損
害
賠
償
に

つ
い
て
、
被
害
者
と
示
談
が
成
立
し
た
の

で
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
専
決
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
　
補
正
予
算

平
成
23
年
度
宮
田
村
一
般
会
計

 

（
第
５
号
）

 

補
正
額 

１
億
５
４
４
２
万
２
千
円
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追
加
計
上
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計

 

（
第
１
号
）

 
補
正
額 

５
５
万
円

 

主
な
内
容

　
人
事
異
動
に
よ
り
職
員
手
当
及
び
共
済

費
な
ど
の
法
定
福
利
費
に
不
足
額
が
生
じ

た
た
め
の
も
の
で
す
。

　
　
意
見
書

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
交
渉
参
加
反
対
を
求
め
る
意
見
書

・ 「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
の
創

設
を
求
め
る
意
見
書

・ 

消
費
税
増
税
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を
求

め
る
意
見
書

・ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
向
け
た
協
議
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書

宮
井

　
訓

　
議
員

・ 

村
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

・ 

子
供
達
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

城
倉
　
栄
治
　
議
員

・ 

協
働
に
よ
る
防
災
体
制
の
推
進
に
つ
い

て
・ 

台
風
・
豪
雨
災
害
対
策
に
つ
い
て

・ 

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
更
な
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

清
水
　
正
康
　
議
員

・ 

商
店
街
（
商
業
）
に
つ
い
て

・ 

学
校
給
食
に
つ
い
て

・ 

学
童
保
育
な
ど
に
つ
い
て

・ 

役
場
内
の
雰
囲
気
・
環
境
に
つ
い
て

・ 

本
年
３
月
の
震
災
に
つ
い
て

牧
田
　
茂
成
　
議
員

・ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）

参
加
後
の
農
業
、
経
済
、
医
療
面
で
の

影
響
と
再
構
築
へ
の
考
え
に
つ
い
て

・ 

第
５
期
老
人
福
祉
計
画
、
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

・ 

宮
田
中
学
校
給
食
棟
へ
食
材
受
け
入
れ

施
設
設
置
の
考
え
は

久
保
田
　
秀
男
　
議
員

・ 「
村
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
」

か
ら
何
を
学
び
ど
の
様
に
施
策
に
反
映

さ
せ
て
「
住
民
満
足
度
」
を
高
め
て
い

く
の
か

　
　
一
般
質
問

質
問
者
と
質
問
事
項

　
一
般
質
問
の
詳
細
と
村
の
答
弁
は
会
議

録
が
で
き
ま
し
た
ら
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
。

赤
羽
　
正
　
議
員

・ 
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
行
財
政
の
運
営

に
つ
い
て

・ 

民
間
活
力
の
活
用
と
、
意
識
改
革
に
つ

い
て

小
田
切
　
敏
明
　
議
員

・ 

子
育
て
支
援
に
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

料
の
考
え
は

・ 

来
年
度
予
算
編
成
方
針
で
の
財
政
指
標

の
考
え
方
は

・ 

村
内
景
況
と
雇
用
、
村
の
対
応
に
つ
い

て春日
　
元
　
議
員

・ 

宮
田
村
の
観
光
に
つ
い
て

田
中
　
一
男
　
議
員

・ 

む
ら
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
に
つ

い
て

・ 

商
業
の
振
興
に
つ
い
て

天
野

　
早
人

　
議
員

・ 

地
方
自
治
法
の
改
正
と
総
合
計
画

・ 

土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
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国
保
特
定
健
診
結
果

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
早
期
発
見

の
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら
40
歳
以

上
の
方
は
必
ず
特
定
健
診
を
受
け
る

よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
で
は
、
今

年
度
も
6
月
と
10
月
に
村
の
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
特
定
健
診
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
他
に
、
伊
那
健
康
セ
ン

タ
ー
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た

方
を
合
わ
せ
る
と
現
在
の
対
象
者
の

48
・
２
％
が
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
6
月
と
10
月
に
行
わ
れ

た
健
診
の
結
果
が
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
1
（
左
記
）
は
受
診
者
の

総
合
判
定
結
果
の
集
計
で
す
。
特
に

異
常
や
心
配
の
な
い
方
（
判
定
A
、

B
）
が
10
％
弱
、
治
療
中
の
方
（
判

定
F
）
が
45
％
、
そ
し
て
半
数
近
く

の
方
が
生
活
改
善
の
必
要
が
あ
っ
た

り
、
再
検
査
が
必
要
な
方
（
判
定

C
、
D
、
E
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
2
（
下
記
）
は
総
合
判
定

が
C
判
定
以
上
の
方
の
基
準
範
囲
外

の
項
目
を
年
代
別
、
男
女
別
に
集
計

し
ま
し
た
。
男
女
と
も
年
齢
を
重
ね

る
に
従
い
高
血
圧
の
割
合
が
高
く
な

る
こ
と
で
す
。
性
別
に
よ
り
特
徴
的

な
こ
と
は
、
男
性
で
は
次
第
に
心
疾

患
の
割
合
が
高
く
な
る
こ
と
、
女
性

で
は
若
い
方
に
貧
血
の
割
合
が
多
い

傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

い
て
い
ま
す
。
特
に
透
析
実
施
者
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
肥
満
が
な
く

と
も
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
腎
機
能
低

下
の
方
に
は
、力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
24
年
度
の
健
診
の
申

し
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
代
を
重
ね
る
ご
と
に
受
診
さ
れ

る
方
は
多
く
な
り
ま
す
が
、40
歳
代
・

50
歳
代
の
方
は
村
の
健
診
を
受
け
て

い
る
方
が
30
〜
40
％
で
す
。
勤
務
先

や
他
の
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
低
い

の
が
現
状
で
す
。

　
平
成
23
年
5
月
の
医
療
機
関
の
受

診
件
数
の
う
ち
約
40
％
が
生
活
習
慣

病
に
よ
る
も
の
で
す
。
生
活
習
慣
病

は
、
早
い
段
階
か
ら
生
活
を
改
善
し

て
い
け
ば
発
症
の
リ
ス
ク
が
抑
え
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。い
っ
た
ん
発
症
し
て
し
ま
う
と
、

長
期
に
わ
た
る
治
療
が
必
要
に
な

り
、
医
療
費
が
か
か
っ
た
り
、
や
り

た
い
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
年
に
1
回
は
健
診
を
受
け
て
健
康

状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
自
分
の
生

活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
住
民
課 

住
民
係

 

☎
85-

５
８
６
１

健
康
が
人
生
を
変
え
る

A 異常なし
　5.9 %

B 特に心配なし
　3.2 %

C 要経過観察
　25.1 %

D 要精密検査
　19.2 %

E 要治療
0.9 %

F 治療中
45.6 %

グラフ１　総合判定結果

　
健
診
の
結
果
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム

(

※)

の
判
定
に
該
当

し
た
方
に
は
保
健
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
受

診
者
の
約
9
％
の
方
が

該
当
し
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
方
に
面
接
を

行
い
、
生
活
改
善
に
向

け
て
継
続
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ

グラフ２　C判定以上の内訳

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

39 歳以下

（％） （％）男性 女性

40歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳以上

高血圧 高血圧心疾患 心疾患脂質異常 脂質異常

貧血

貧血糖尿病
高血糖

糖尿病
高血糖

肝機能
障害 肝機能

障害

高尿酸
痛風

高尿酸
痛風

14.0

10.7 6.3

29.8 21.7

28.6 28.6

32.8 34.2

27.9 32.36.5

46.4 25.0

27.7 50.0

23.9 43.6

19.1 33.8

7.0
3.2

1.4

2.3

10.7 6.3

14.9
13.0

15.3

12.5

11.6 1.6

1.1

5.0

1.6

2.5

0.9

10.7 37.4

2.1 4.4

2.0

2.0

11.8

14.5 14.6

20.9 25.8

17.9 25.0

14.9 4.4

4.3
13.2

3.1

18.6 29.0

3.6

10.6
6.5

14.1 9.6

16.0 9.2

※ メタボリックシンドローム…内臓脂肪型肥満によって高血圧、高脂
血症、糖尿病などの様々な病気が引き起こされやすくなった状態。

平
成
24
年
度 

健
診
の

 

申
し
込
み
受
付
中
！
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岳
風
会
宮
田
教
室

 

日
向

　
愛
子

グループ
活動めぐり
（16）

た
が
、
そ
の
後
会
員
の
入
会
退
会

の
変
動
を
経
て
現
在
は
6
名
で
練

習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
一
口
に
20

年
と
は
い
え
、
よ
く
ぞ
今
日
ま
で

続
け
て
来
ら
れ
た
も
の
と
過
ぎ
し

日
が
懐
か
し
く
、
感
慨
無
量
で
す
。

　
岳
風
会
も
平
成
20
年
に
は
総
本

部
機
構
改
革
に
よ
り
箕
輪
吟
詠
会

　
我
が
教
室
は
今
か
ら
20
年
前
の

平
成
4
年
、唐
木
賢
治
先
生
（
故
人
）

の
お
骨
折
り
に
よ
り
、
男
性
3
名

女
性
9
名
で
誕
生
し
ま
し
た
。
当

時
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
毎
週
水

曜
夜
7
時
か
ら
9
時
ま
で
、
出
来

る
限
り
声
を
前
に
出
し
、
伝
位
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

当
初
よ
り
高
齢
の
方
の
集
い
で
し

と
合
併
し
「
長
野
県
上
伊
那
岳
風

会
」
と
な
り
ま
し
た
。
去
る
11
月

20
日
に
は
、
会
創
立
45
周
年
記
念

吟
道
大
会
が
宮
田
村
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、
一
般
の
方
々
に
も
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
の
部

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
駒

草
民
謡
会
」「
32
式
太
極
拳
」「
桂

会
舞
踊
」
の
方
々
の
出
場
に
よ
り
、

盛
大
に
執
り
行
な
う
事
が
で
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
詩
吟
を
通
じ
仲

間
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
和

を
持
っ
て
健
康
増
進
の
た
め
に
大

い
に
語
り
、
吟
じ
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
少
し
で

も
詩
吟
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
わ

れ
る
方
は
、
村
民
会
館
岳
風
会
宮

田
教
室
に
申
し
出
て
く
だ
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

 

（
次
回
＝
山
を
愛
す
る
会
）

▲復元された土器たち

▲細かな観測をしながら実測

▲ワラ束を三等分して…

　
12
月
4
日
、
自
分
の
手
で
作
っ
た

し
め
飾
り
で
新
し
い
年
を
迎
え
よ
う

と
、
村
民
会
館
に
て
「
し
め
縄
づ
く

り
講
座
」
が
開
か
れ
、30
人
が
受
講
。

木
下
文
明
さ
ん
（
町
１
）
を
講
師

に
、
輪
じ
め
や
棒
じ
め
な
ど
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
ワ
ラ
が
貴
重
品
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
古

く
か
ら
家
の
入
り
口
や
神
棚
な
ど
に

飾
る
し
め
縄
は
、
そ
の
年
の
災
い
を

防
ぐ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
体
験

の
方
も
多
く
、「
ワ
ラ
が
う
ま
く
ね

じ
れ
て
い
か
な
い
。」「
左
綯な

え
が
難

し
い
。」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
講
師

の
指
導
を
受
け
、
ワ
ラ
の
本
数
を
数

え
た
り
、
長
さ
を
揃
え
た
り
し
て
、

綯な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
し

め
縄
に
付
け
る
「
紙し

で垂
」
の
切
り
方

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
時
間
ま
で
に

そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
し
め
縄
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

初
春
に
丸
々
太
り
し
ひ
ま
ご
ち
ゃ
ん
笑
ふ
ま
な
ざ
し
女
神
の
如
く

 

小
松
せ
つ
子
（
北
割
）

折
紙
の
舟
を
枕
に
忍
ば
せ
て
初
夢
見
む
と
三
人
の
孫 

鈴
木
　
裕
江
（
北
割
）

天
に
上
が
る
道
か
と
思
ふ
凍
結
の
大
滝
ひ
か
る
林
の
奥
に

 

田
中
カ
ズ
ミ
（
新
田
）

外と

つ
国
の
夕
陽
は
赤
し
秋
深
み 

小
田
切
藤
彦
（
北
割
）

梯
子
か
え
い
つ
も
素
人
の
松
手
入
れ 

本
田

　
幸
達
（
北
割
）

祭
り
旗
朝
日
に
映
え
る
鎮
守
森 

春
日

　
好
章
（
北
割
）

枯
草
に
お
お
わ
れ
辻
の
馬
観
音 

新
井
い
さ
子
（
町
一
）

計
画
が
は
み
出
て
し
ま
う
日
の
短 

浦
野
　
和
子
（
南
割
）

甦 
る  
縄
文
土
器

 
中
越
遺
跡
の
土
器
の
復
元

　
今
年
の
文
化
祭
の
「
文
化
財
企
画
展
」
で
展
示
さ
れ
た
中
越
遺
跡
の

出
土
土
器
が
、
ど
の
よ
う
に
復
元
さ
れ
て
い
る
の
か
を
取
材
し
ま
し
た

　
遺
跡
を
発
掘
し
て
い
て
一
番
多
く

出
て
く
る
の
が
、
食
べ
物
を
煮
炊
き

す
る
道
具
で
あ
る
土
器
で
す
。

　
そ
の
多
く
は
破
片
で
発
見
さ
れ
ま

す
が
、
中
に
は
、
一
個
体
分
が
つ
ぶ

れ
て
い
た
り
、
一
箇
所
に
ま
と
め
て

捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
遺

物
整
理
は
、
い
く
つ
か
に
割
れ
て
い

る
そ
れ
ら
を
水
洗
い
し
た
あ
と
、
同

じ
破
片
を
集
め
、
接
着
剤
で
接
合
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
復
元
し
た
土
器
は
図
に
描
き
、
断

面
を
書
き
入
れ
、
土
器
の
観
察
結
果

を
注
記
し
た
実
測
図
を
作
り
ま
す
。

遺
跡
の
調
査
報
告
書
に
は
こ
れ
を
ト

レ
ー
ス
し
て
掲
載
す
る
の
で
す
。

　
日
本
は
、
縄
文
土
器
に
限
ら
ず
土

器
を
、
そ
の
形
や
文
様
を
も
と
に
、

地
域
性
を
加
味
し
な
が
ら
、
非
常
に

細
か
く
形
式
分
け
し
て
あ
り
、
遺
跡

の
時
代
を
決
め
る
細
か
な
尺
度
が
土

器
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
、
世
界

で
も
珍
し
い
国
で
、
遺
跡
の
調
査
報

告
書
に
は
、
時
期
決
定
の
根
拠
と
な

る
出
土
土
器
の
情
報
が
欠
か
せ
な
い

の
だ
そ
う
で
す
。

 

無
病
息
災
・
家
内
安
全
を
願
っ
て

 

し
め
縄
づ
く
り
講
座
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あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
簡
単
で
楽

な
こ
と
か
ら
は
、感
動
も
や
る
気
も
、

努
力
も
向
上
心
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
大
人
は
、
そ
の
大
切
な
命
に

い
ろ
い
ろ
教
わ
り
な
が
ら
、
成
長
し

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
楽
し
い
こ
と
、
う
れ
し
い
こ
と
、

悲
し
い
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
、
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
、
一
緒
に
喜
ん
だ
り
悲

し
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
そ
し
て
、
時

に
は
、
大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
、

「
子
育
て
っ
て
楽
し
い
！
、
お
も
し

ろ
い
！
」
っ
て
思
え
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
一
緒
に
大
き
な
壁
を
乗
り
越

ら
れ
た
時
の
感
動
は
、
子
供
に
と
っ

て
も
、
親
に
と
っ
て
も
、
一
生
の
宝

物
に
な
る
と
思
う
の
で
、
楽
し
み
な

が
ら
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

（
次
回
＝
唐
木
恵
理
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（365）

▲おはぎ作りに夢中です…

▲「金魚、ここにいたよ！」

▲楽しいお料理講座です

　
ま
た
、
12
月
25
日
に
は
、
新
し
い

年
を
迎
え
る
た
め
の
講
座
と
し
て
、

「
オ
ヤ
ス
」
作
り
と
「
年
越
し
ソ
バ
」

作
り
を
し
ま
し
た
。
初
め
に
30
本
程

☆
女
性
の
た
め
の
サ
ッ
カ
ー
教
室

1
月
18
、
25
日
、
２
月
１
日

申
込 

公
民
館
（
85
‐
２
３
１
４
）

☆
ス
キ
ー
教
室

1
月
22
日
（
日
）
9
時
15
分
開
講

会
場 

駒
ヶ
根
高
原
ス
キ
ー
場

費
用 

小
中
学
生 

２
５
０
０
円

 

一
般 

３
２
０
０
円

（
リ
フ
ト
代
、
昼
食
代
、
保
険
料
）

 

※
用
具
等
別
途
負
担 

村
在
住
者
で
小
学
３
年
生
以
上

申
込 

公
民
館
（
85
‐
２
３
１
４
）

☆
梅
の
剪
定
講
座

2
月
11
日
（
土
）
10
時 

村
民
会
館
前
、
剪
定
ハ
サ
ミ
持
参

申
込 

公
民
館
（
85
‐
２
３
１
４
）

  

子
供
の
成
長

　
　
　
　
小
島
　
し
の
ぶ

 

（
つ
つ
じ
が
丘
）

　「
子
育
て
」
っ
て
、
私
は
大
変
な

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大
変
だ
か
ら

こ
そ
、
一
つ
一
つ
の
成
長
が
う
れ
し

く
て
、
大
き
な
感
動
を
も
ら
え
る
も

の
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
大
切
な
命
が
育
つ
と
い
う
こ
と

は
、
そ
ん
な
に
簡
単
で
楽
な
わ
け
は

　「
オ
ケ
ラ
と
か
か
し
と
麦
わ
ら
ぼ

う
し
」
は
、
11
月
23
日
、
今
年
1
年

の
活
動
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
を

招
き
、
収
穫
祭
を
開
き
ま
し
た
。
協

力
隊
の
方
々
を
講
師
に
し
て
、
村
内

産
の
食
材
で「
お
は
ぎ
」と「
田
舎
汁
」

を
作
り
、
み
ん
な
で
味
わ
い
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

読
ん
で
。」
と
子
ど
も
か
ら
リ
ク
エ

ス
ト
が
出
る
程
、
心
に
染
み
る
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
ら
べ
う

た
で
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
、
親
子
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

と
り
な
が
ら
目
と
目
を
合
わ
せ
、
笑

顔
が
溢
れ
た
一
時
に
な
り
ま
し
た
。

　
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
、
あ

た
た
か
さ
、
や
さ
し
さ
が
伝
わ
る
読

み
聞
か
せ
。
忙
し
い
毎
日
の
中
、
１

日
５
分
で
も
親
子
で
触
れ
合
う
時
間

が
、
子
ど
も
の
心
の
育
ち
に
と
っ
て

ど
ん
な
に
大
切
か
を
学
び
ま
し
た
。

　
宮
田
大
学
で
は
、
12
月
16
日
、
冬

の
料
理
講
座
「
正
月
料
理
を
作
ろ

う
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
上
伊

那
生
活
指
導
員
有
賀
と
し
み
さ
ん
を

講
師
に
し
て
「
い
な
り
お
こ
わ
」「
大

根
の
お
ろ
し
煮
」「
サ
ト
イ
モ
の
そ

ぼ
ろ
煮
」「
じ
ゃ
が
い
も
の
彩
り
和

え
」
の
4
種
類
の
料
理
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
お
正
月
の
食
卓
が
賑
や
か
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
公
民
館
に
お
け
る
各
種
事
業
の
企

画
や
実
施
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

第
2
回
公
民
館
運
営
審
議
会
が
開
か

れ
、
公
民
館
活
動
を
振
り
返
り
な
が

ら
情
報
交
換
し
ま
し
た
。
本
年
度
の

委
員
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

会
　
長 

佐
野
　
栄
一

副
会
長 

加
藤
　
政
義

委
　
員 

伊
藤
　
静
枝 

東
野
　
昌
裕

 

小
田
切
孝
子 

工
藤
　
敬
司

 

松
尾
　
清
光 

池
上
由
美
子

 

吉
澤
小
百
合 

酒
井
　
秀
康

 

塩
澤
　
　
誠 

倉
田
　
光
男

 

太
田
　
道
雄 

宮
澤
　
悦
子

「
絵
本
」
と
「
わ
ら
べ
う
た
」

 

子
育
て
学
級
　

 
収
穫
祭
と
年
越
し
行
事

 
オ
ケ
ラ
と
か
か
し
と
麦
わ
ら
ぼ
う
し

　
お
手
軽
正
月
料
理

宮
田
大
学
　

  

公
民
館
運
営
審
議
会

の
ワ
ラ
を
使
っ
て
「
オ
ヤ
ス
」
を
作

り
、
中
に
松
や
稲
穂
、
南
天
を
入
れ

て
完
成
。
続
い
て
ソ
バ
の
打
ち
方
を

習
い
、
皆
で
年
越
し
ソ
バ
を
味
わ
い

な
が
ら
1
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
第
９
回
学
級
会
は
元
上
郷
図
書
館

長
の
下
沢
洋
子
先
生
を
お
迎
え
し
、

「
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
を
楽
し
む
お

は
な
し
会
」
を
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
お
母
さ
ん
の
ひ
ざ
の

上
に
座
り
、
や
さ
し
く
包
み
込
ま
れ

る
よ
う
に
語
る
下
沢
先
生
の
こ
と
ば

で
絵
本
の
世
界
を
漂
い
ま
し
た
。
初

め
て
見
る
絵
本
も
あ
り
「
も
う
１
回
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▲面白かったね！自由工作

 

一
月
の
本
棚

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

※
2
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　
8
日(

水)
・
午
前
10
時
30
分
〜

　
幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

図
書
館
休
館
日

 

1
／
16
㈪
・
23
㈪

 

1
／
30
㈪
〜
2
／
6
㈪

 

※
蔵
書
点
検
期
間
で
す

 

2
／
12
㈰
・
13
㈪
・
20
㈪
・
27
㈪

宮田村図書館

☎ 85-2314（村民会館内）

マ
グ
ネ
ッ
ト
と
木
の
工
作

　
12
月
の
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
で
、
生

の
木
を
土
台
に
ミ
ニ
ビ
ー
ズ
・
毛
糸
・

ビ
ー
ビ
ー
弾
・
小
枝
・
マ
ッ
プ
画
び
ょ

う
・
か
ん
な
く
ず
な
ど
を
自
由
に
飾

り
つ
け
す
る
工
作
を
行
い
ま
し
た
。

親
子
で
か
わ
い
ら
し
い
作
品
や
、
子

ど
も
た
ち
の
自
由
な
発
想
で
個
性
的

な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
作

品
は
今
月
の
図
書
館
ま
つ
り
（
21
・

22
日
）
で
館
内
に
展
示
し
ま
す
。
他

に
も
お
は
な
し
、
く
じ
引
き
＆
プ
レ

ゼ
ン
ト
会
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
あ
か
り
の
湖こ

は

ん畔 

（
青あ

お
や
ま山

　
七な

な

え恵
）

○
銀ぎ

ん
こ
ん
し
き

婚
式
物

も
の
が
た
り語 

（
新あ

ら

い井
　
素も

と

こ子
）

○
帝て

い
お
う王
、
死し

す
べ
し 

（
折お

り
は
ら原

　
一い

ち

）

○
夢

ゆ
め
ち
が
い違 

（
恩お

ん

だ田
　
陸り

く

）

○
さ
ざ
な
み
の
国く

に 

（
勝か

つ
や
ま山
海う

み

ゆ

り

百
合
）

○
お
れ
た
ち
の
青あ

お
ぞ
ら空 （
佐さ

が

わ川
　
光み

つ
は
る晴
）

○
こ
れ
で
お
し
ま
い （
佐さ

と

う藤
　
愛あ

い

こ子
）

○
精あ

き
ひ
め
さ
ま

姫
様
一

い
ち
じ
ょ
う条 

（
杉す

ぎ
も
と本

　
章あ

き

こ子
）

○
三さ

ん
に
ん人
小こ

ま

ち町
の
恋こ

い 

（
田た

ま

き牧
　
大や

ま

と和
）

○
蛍ほ

た
るの
航こ

う
せ
き跡 

（
帚は

は
き
ぎ木

　
蓬ほ

う
せ
い生
）

○
謎な

ぞ

解と

き
は
デ
ィ
ナ
ー
の

　
　
　
あ
と
で 
２ 
（
東

ひ
が
し
が
わ
川
　
篤と

く

や哉
）

○
放ほ

う
と
う蕩
記き 
（
村む

ら
や
ま山

　
由ゆ

か佳
）

●
児
童
書

○
絶ぜ

つ
め
つ滅
の
大

だ
い
け
ん
き
ゅ
う

研
究

○
学

が
く
し
ゅ
う習
新し

ん
ぶ
ん聞
の
つ
く
り
方か

た

事じ

て

ん典

○
ツ
チ
ノ
コ
温お

ん
せ
ん泉
へ
よ
う
こ
そ

○
み
ん
な
で
！
い
え
を
た
て
る

○
え
ん
ま
の
は
い
し
ゃ 

他

　
い
つ
も
は
や
ん
ち
ゃ
な
息
子
が
、

夜
に
な
る
と
「
マ
マ
、（
一
緒
に
）

ね
て
…
」
と
甘
え
て
き
ま
す
。

　
一
人
一
台
の
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
で

家
族
の
会
話
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
が
、
我
が
家
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
「
添
い
寝
」
の
時
間
は

息
子
と
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
な
り
ま
す
。
学
校
で

の
些
細
な
出
来
事
な
ど
他
愛
の
な
い

話
か
ら
、「
今
日
も
楽
し
く
過
ご
せ

た
か
な
」
と
感
じ
安
心
し
ま
す
。
息

子
も
安
心
し
き
っ
た
顔
で
眠
り
に
就

き
ま
す
。

　
普
段
の
会
話
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
一
対
一
で
向
き
合
え
る
こ
ん
な

時
間
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
。

　
オ
ア
シ
ス 

　
ふ
れ
あ
い
た
い
む

濱
田
　
佳
奈
子 

（
大
田
切
）

Ecology

シリーズ 環境を考える 41 ～公開セミナー開催～

　長野県環境保全研究所により環境保全に関する研究成果や地域の話題を県民の皆様に紹介するととも

に、地域の課題を把握するため、公開セミナーが開催されます。

○ 地球温暖化の現状と将来予測

○ 地球温暖化と信州の高山植物

○ 暖地性植物の分布拡大

○ 伊那谷における蝶類の動向

○ 地球温暖化とライチョウ

○ 気候変動適応社会に向けて

申込不要、参加費無料です。参加してみてはいかがで

しょうか。

■日時　平成 24年 2月 26 日（日）　13:00 ～ 16:00

■会場　駒ヶ根市総合文化センター（小ホール）

問長野県環境保全研究所 ☎ 026-239-1031

　住民課 環境係  ☎ 85-5861

1
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

場
所
：
村
民
会
館
・
図
書
館

● 

古
本
・
雑
誌
の
無
料
頒
布
会

21
日
（
土
）
10
時
か
ら

● 

お
は
な
し
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と

お
や
つ
の
部
屋

22
日
（
日
）
10
時
か
ら

他
、
館
内
展
示
、
ク
イ
ズ
な
ど

図
書
館
ま
つ
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
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広
 報

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは役場総務課企画情報係 ☎ 0265-85-3181

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
印
刷
/
龍
共
印
刷
株
式
会
社
     ■

平
成
24
年
1
月
12
日
発
行

■
発
行
/
長
野
県
上
伊
那
郡
宮
田
村
役
場
        ☎

0265-85-3181

■
編
集
/
広
報
編
集
委
員
会
  E
-m
a
il  som

u@
vill.m

iya
da
.na
g
a
no.jp

N
O
.4
4
3
  2
0
1
2
       1

信州みやだワイン

人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

２
０
０
８
年
4
月
に
開
講
し
ま

し
た
。

　
全
国
で
も
珍
し
い
村
と
公
民

館
の
共
催
で
、1
年
目
は「
ベ
ー

シ
ッ
ク
コ
ー
ス
」
と
し
て
ワ
イ

ン
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の

基
礎
的
な
知
識
を
、
2
年
目
は

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
」

と
し
て
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
技
術

の
修
得
を
目
指
し
、
他
に
も
圃

場
で
の
栽
培
・
収
穫
体
験
や
紫

輝
の
仕
込
体
験
な
ど
、
宮
田
村

で
し
か
で
き
な
い
幅
広
い
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
3
月
は
修
了
試
験
を

行
い
、
修
了
者
に
は
修
了
証
と

記
念
品
を
、
2
年
間
の
修
了
者

に
は
村
長
よ
り
「
み
や
だ
ワ
イ

ン
大
使
」
と
し
て
任
命
さ
れ
、

　
待
ち
に
待
っ
た
信
州
み
や
だ

ワ
イ
ン
『
紫
輝
』
２
０
１
１
が

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
皆
様
に
愛
さ
れ
続
け
て
12
年

経
過
し
、
毎
年
ど
ん
な
ワ
イ
ン

に
仕
上
が
っ
て
い
る
か
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
る
方
も
き
っ
と
多

い
は
ず
で
す
。

　
２
０
１
１
年
の
ヤ
マ
ソ
ー
ビ

ニ
オ
ン
は
春
先
か
ら
7
月
に
か

け
て
例
年
よ
り
寒
く
、
1
週
間

程
度
生
育
も
遅
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
仕
込
が
始
ま
っ
た

10
月
初
〜
中
旬
に
か
け
て
は
気

温
が
高
く
、
汗
ば
む
陽
気
が
続

き
、
糖
度
は
例
年
並
み
に
回
復

し
、
酸
は
こ
こ
数
年
で
も
高
い

年
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
の
紫
輝
は
製
造

そ
の
後
は
有
志
で
「
み
や
だ
和

飲
会
」
と
し
て
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
4
年
間
で

村
内
外
よ
り
47
名
が
受
講
、
現

在
受
講
生
が
2
コ
ー
ス
で
24

名
、
ワ
イ
ン
大
使
が
17
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
秋
に
有
志
で

県
内
外
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
見
学
や

ワ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
ク
ー

ル
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
へ
の
参

加
な
ど
、
課
外
活
動
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
は
5
年
目

と
い
う
節
目
を
迎
え
、
ま
す
ま

す
活
動
・
活
躍
の
場
が
増
え
て

き
そ
う
で
す
。

　「
ワ
イ
ン
は
ち
ょ
っ
と
難
し

い
？
」
と
思
っ
て
い
る
方
で
も

気
軽
に
仲
間
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

方
法
を
工
夫
し
、
山
ぶ
ど
う
の

香
り
が
や
や
強
い
も
の
の
、
例

年
よ
り
さ
ら
に
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

な
香
り
が
際
立
ち
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栽
培
農
家
の
皆
さ
ん

の
ブ
ド
ウ
が
全
部
ブ
レ
ン
ド
さ

れ
た
結
果
、
味
わ
い
深
い
印
象

と
な
り
、
酸
味
も
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
表
現
さ
れ
、
ヤ
マ
ソ
ー

ビ
ニ
オ
ン
の
持
っ
て
い
る
個
性

を
十
分
に
発
揮
し
た
仕
上
が
り

に
な
り
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
に
携
わ

る
全
て
の
方
々
の「
絆
」に
よ
っ

て
立
派
な
ワ
イ
ン
が
出
来
上

が
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
か
ら
可
愛
が
っ

て
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
紫
輝
で

あ
り
続
け
た
い
も
の
で
す
。

宮田村ワインセミナー
　　　みやだ和飲会の歴史

　
昨
年
の
12
月
11
日
に
紫
輝

２
０
１
１
を
祝
う
「
ワ
イ
ン
祭

り
」が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
２
０
０
９
年
よ
り

「
宮
田
村
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
毎

月
の
活
動
内
容
を
Ｐ
Ｒ
し
、

２
０
１
０
年
の
ワ
イ
ン
祭
り
よ

り
み
や
だ
ワ
イ
ン
大
使
の
3
名

が
紫
輝
の
印
象
を
発
表
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
宮
田
村
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は

活
動
を
通
じ
て
「
紫
輝
の
す
ば

ら
し
さ
、
ワ
イ
ン
の
す
ば
ら
し

さ
」
を
体
感
し
、
村
内
の
ワ
イ

ン
文
化
の
普
及
に
活
躍
で
き
る

▲ワインセミナーの様子

▲当初のワイン仕込

祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝ワインカレンダー VOL. 50

▲

み
ん
な
で
乾
杯
！

▲

ア
ル
ク
マ
く
ん
と

　
旬
ち
ゃ
ん
も
登
場

▲

田
原
市
物
産
販
売

ワ
イ
ン
祭
り
開
催
!!
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